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　未来は目指し創るもの(１／２)
　バブル崩壊以降、日本では有能な人材がどんどん減少して
いると言われています。日本全体の科学・技術予算が明らかに
減り、国家としても手抜き状態にあることが一因とされています。
　例えば、日本の学術研究の中心である東京大学、京都大学
の予算は、他の国公立、有名私立と比べても手厚いことで知ら
れてはいますが、その２大学と比べても、米国を代表する大学の
予算は、その3～5倍の予算があるそうです。これは東大や京大
といった日本を代表する教育機関に限った話ではなく、日本全
国津々浦々、保育園から小・中・高・大学に至るまで、例外なく直
面している予算不足問題なのです。
　さらに深刻な問題は、家庭の貧困問題です。2017年の調査
では、単身を除く世帯のほぼ3世帯に一つが貯蓄ゼロと答え、仮
にこの傾向が続けば、2035年前後には貯蓄ゼロ世帯が50％に
達し、国家的な貧困状態に陥ると推測されています。これを少し
でも減らすべく、働ける年齢の方 (々シニア層も含む)にはスキル
刷新のためのトレーニング環境を整備し、生活環境に恵まれな
い子供たちには、学び、力を付ける支援を中長期に亘りサポート
していかなければならない時代に私達はいるのです。
　このままでは、日本の未来を創っていく若手の育成や、科学・
技術の発展の望みは薄いと感じざるを得ません。では、なぜこう
なってしまったのかを簡単な数字を基に考えてみました。
　現在、日本の国家予算は約100兆円(一般会計予算)、これ
は、他国と比べても予算規模が小さいどころか、かなり大きな予
算額です。しかし、未来に懸ける予算はなぜか不足しているの
です。
　では、この約100兆円の予算（2016年度予算）が何に使われ
ているのかに注目してみます。まず、100兆円のうち33％が社会
保障給付費、25％が国債の支払い、15％が地方交付金となっ
ており、結果、残りの約25％に当たる26兆円が真水として残る国
家予算となるのです。
　ただし、この内の約5兆円が防衛費なので、実質的には21兆
円しかありません。この数字からも分かるように、我が国の国家
予算配分は、社会保障給付費と国債の支払いが半分以上を
占め、いわばシニア世代と過去への支払いにその多くを使って
いることに気が付きます。
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職業奉仕の卓話
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「奉仕の理想」

「新型コロナウィルスによる各国・地域の産業影響（2020年12月）」   
株式会社三井住友銀行 大分支店 支店長　桑山　上様

＊今週のお祝い

在籍記念日 髙野　太会員（5年）
結婚記念日 髙野　太会員（2月7日）

ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

　我が国には約100兆円にも及ぶ予算があるにも係わらず、その
予算は未来に対する配分ができていないため、才能と情熱ある
若者は機会に恵まれない状況に陥っているのです。
　断言できることは、30歳以下の層がこれからの日本の未来を担

う層であり、彼らこそが我々の未来を託す人材であることは
紛れもない事実なのです。

　　　　　　　　　　　　　　(2)に続く
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ニコボックス

★穐田　英一郎（2口）
1/4に5番目の女の子が産まれました。

例会の予定

■ 2 月 8 日（月）

■ 2 月15日（月）

■ 2 月22日（月）

■ 3 月 1 日（月）

地区補助金セミナー報告・全員協議会
RCC卓話
チャーターメンバー会員卓話
　　　（トキハ会館　5階カトレア）
地区チーム研修セミナー報告

幹事報告

今後の予定
・１/30（土）地区補助金管理セミナー
　13：00～16：00　ホルトホール大分   
　河野　聡会員・高橋　道成会員　出席予定
・大分中央ＲＣ40周年延期
　5/22（土）・23（日）のいずれか1日予定
・大分ＲＣ70周年延期　6/20（日）予定
・大分第４グループＩＭ（インターシティミーティング）は、
　5/30（日）予定

「職業奉仕の卓話」

RI2720地区ガバナーエレクト
　　　　　　　大森　克磨様

〈卓話の時間〉 （1月25日）

ホルガー・クナーク会長は会長年度の冒頭、
　日本のロータリアンは「職業奉仕の推進と親睦に対する情熱」で知られています。ここで強調し
たいのはロータリーには過去からの礎と未来の基盤があるということです。それは親睦と職業奉仕
です。
　これを忘れてしまってはロータリー自体がその影響力を失ってしまうでしょう。
　日本の東ケ崎元ＲＩ会長はこの主題についてのストーリーを語られています。ある情熱ある若い
ロータリアンが地元のビジネスマンに連絡し、不誠実な広告を止めるように断固とした態度でお願
いしました。
　その翌日、昼の例会に現れたこの若いロータリアンはぐったりとし、目の周りには青アザができて
いました。予想通り、そこで職業奉仕委員会から国際奉仕委員会への移籍を希望しました。その
方が活動に危険を伴わないと感じたからでした。
　「親睦と職業奉仕を忘れてしまってはロータリーは衰退し、その影響力を失ってしまうでしょう。」
というお話しをされたが、これは何を意味するか。

ポール・ハリスの職業奉仕の定義
「ＴＨＩＳ　ＲＯＴＡＲＩＡＮ　ＡＧＥ」
ポールハリス著　米山梅吉訳

「職業奉仕、すなわち各実業界及び職業界に向かって高尚な倫理基準と理想の醸成設定を期する奉仕」（127ｐ）
「職業奉仕ー所属業界の倫理的向上に関する事項」（134ｐ）

「四つのテスト」（Four-Way Test） 
真実かどうか（Is it the truth ?） 
みんなに公平か（Is it fair to all concerned ?） 
好意と友情を深めるか（Will it build goodwill and better friendship ?）
みんなのためになるかどうか（Will it be beneficial to all concerned ?）

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト：大森　克磨様
　　　　　（RI2720地区　ガバナーエレクト
　　　　　　　　　　　　　大分キャピタルＲＣ）

　　＜愛のポリオ募金＞

1月集計分　7,324円でした。   

ご協力ありがとうございました。   

下半期も宜しくお願い致します。
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